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コアマモの分布にハクチョウ類が与える影響の評価

Evaluation of the influence of swans, Cygnus cygnus on the
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　海草の分布や生物量は、様々な環境要因によって変化する。動物による捕食圧もその要因の一つである。青

森県平内町小湊の浅所海岸に生育するコアマモは、毎年飛来するハクチョウ類の捕食圧の影響を受けているこ

とが指摘されている。本研究では、浅所におけるコアマモの分布や生物量の季節変化を調査、ならびにハク

チョウ類の糞も分析し、コアマモの分布にハクチョウ類が与える影響を評価した。2018年７月、10月、

11月、12月に測線調査を実施し、57定点のコアマモの有無を計測、一部の地点においては20ｃｍ＊20ｃｍの

枠内のコアマモを採集、株数と生物量を記録した。分布を面的に見ることができるドローンを用いた空撮も実

施した。2018年2月と3月にオオハクチョウの糞を採集し、糞内容物を目視で解析、炭素･窒素安定同位体比分

析も行った。測線調査の結果、10月に比べ11月は分布地点が減少、12月にはほぼ消滅した。空撮でも激減が

確認できた。株数は7月から10月にかけてやや減少、地下部重量はあまり変わらないのに対し、地上部重量は

やや増加する傾向がみられた。10月から11月の株数、地上・地下部重量は大幅に減少した。2月の糞内容物と

して植物片や海藻片が、3月には籾殻が確認され、同位体比解析では2月と3月の間に食性の変化が確認でき

た。広範囲かつ急激なコアマモの分布地点・生物量の減少には、ハクチョウ類やその他の渡り鳥による捕食の

影響が大きかったことが推察される。12月にはコアマモの生物量が極めて小さくなることから、12月以

降、越冬中のハクチョウ類はコアマモ以外の餌に依存していると考えるのが妥当である。水田が雪で覆われる

前後の12月や3月には、水田の落穂に依存していることが示唆された。
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